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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　現在のターゲット伝送ブロックを伝送するための伝送パラメータを確定することと、
　前記伝送パラメータに基づいて、前記ターゲット伝送ブロックのターゲット伝送ブロッ
クサイズＴＢＳを確定することと、
　前記ターゲットＴＢＳに基づいて、前記ターゲット伝送ブロックを送信し又は受信する
こととを含み、
　前記伝送パラメータは、ターゲット変調符号化方式ＭＣＳ、ターゲット物理リソースブ
ロックＰＲＢ数及びＰＲＢリソースオーバーヘッドの情報を含み、
　前記ＰＲＢリソースオーバーヘッドの情報は、前記ターゲット伝送ブロックのターゲッ
トＰＲＢリソースオーバーヘッドを含み、
　前記ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドは、前記ターゲットＰＲＢ数を有する全
てのＰＲＢにおいて前記ターゲット伝送ブロックを伝送しないリソース要素ＲＥの数、又
は各ＰＲＢにおいて前記ターゲット伝送ブロックを伝送しないＲＥの平均数を含み、
　前記伝送パラメータに基づいて前記ターゲット伝送ブロックのターゲットＴＢＳを確定
することは、
　前記ターゲットＭＣＳに対応する複数のＰＲＢ数の前記ターゲットＰＲＢ数及び第１の
マッピング関係に基づいて、前記ターゲットＰＲＢ数に対応するリソースオーバーヘッド
セットを確定することと、
　前記リソースオーバーヘッドセット内の複数のリソースオーバーヘッドに対応する複数
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のＴＢＳから、前記ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドに対応するＴＢＳを前記タ
ーゲットＴＢＳとして確定することとを含み、
　前記第１のマッピング関係は、前記複数のＰＲＢ数と複数のセットのリソースオーバー
ヘッドとの対応関係を示す
　ことを特徴とするデータ伝送方法。
【請求項２】
　前記伝送パラメータに基づいて前記ターゲット伝送ブロックのターゲットＴＢＳを確定
することは、
　前記ターゲットＭＣＳに対応する複数のＰＲＢ数の前記ターゲットＰＲＢ数及び第１の
マッピング関係に基づいて、前記ターゲットＰＲＢ数に対応するリソースオーバーヘッド
セットを確定することと、
　前記リソースオーバーヘッドセット内の複数のリソースオーバーヘッドから、前記ター
ゲットＰＲＢリソースオーバーヘッド以上の少なくとも１つのリソースオーバーヘッドを
確定することと、
　前記少なくとも１つのリソースオーバーヘッドのうちの最小のリソースオーバーヘッド
に対応するＴＢＳを前記ターゲットＴＢＳとして確定することとを含み、
　前記第１のマッピング関係は、前記複数のＰＲＢ数と複数のセットのリソースオーバー
ヘッドとの対応関係を示す
　ことを特徴とする請求項１に記載のデータ伝送方法。
【請求項３】
　前記ＰＲＢリソースオーバーヘッドの情報は、前記ターゲットＰＲＢリソースオーバー
ヘッドの割合を含み、
　前記ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドの割合は、前記ターゲットＰＲＢ数を有
する全てのＰＲＢにおいて前記データを伝送しないＲＥが前記全てのＰＲＢのＲＥ総数に
占める割合、又は各ＰＲＢにおいて前記データを伝送しないＲＥが前記各ＰＲＢのＲＥ総
数に占める平均の割合を含む
　ことを特徴とする請求項１に記載のデータ伝送方法。
【請求項４】
　前記伝送パラメータに基づいて前記ターゲット伝送ブロックのターゲットＴＢＳを確定
することは、
　前記ターゲットＰＲＢ数及び前記ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドの割合に基
づいて、第１のＰＲＢ数を確定することと、
　前記ターゲットＭＣＳに対応する複数のＰＲＢ数のうちの前記第１のＰＲＢ数及び第２
のマッピング関係に基づいて、前記第１のＰＲＢ数に対応するＴＢＳを前記ターゲットＴ
ＢＳとして確定することとを含み、
　前記第２のマッピング関係は、前記複数のＰＲＢ数と複数のＴＢＳとの対応関係を示す
　ことを特徴とする請求項３に記載のデータ伝送方法。
【請求項５】
　前記ターゲットＭＣＳに対応する複数のＰＲＢ数のうちの前記ターゲットＰＲＢ数及び
前記ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドの割合に基づいて、第１のＰＲＢ数を確定
することは、
　前記ターゲットＰＲＢ数及び前記ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドの割合に基
づいて、前記第１のＰＲＢ数を

とし、
　Ｎが前記ターゲットＰＲＢ数であり、Ｐが前記ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッ
ドの割合であり、
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がフロア（Ｆｌｏｏｒ）処理である
　ことを特徴とする請求項４に記載のデータ伝送方法。
【請求項６】
　前記方法が端末デバイスにより実行され、前記現在のターゲット伝送ブロックを伝送す
るための伝送パラメータを確定する前に、前記方法は、さらに、
　前記端末デバイスがネットワークデバイスにより送信された前記伝送パラメータを受信
することを含む
　ことを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載のデータ伝送方法。
【請求項７】
　前記方法がネットワークデバイスにより実行され、前記現在のターゲット伝送ブロック
を伝送するための伝送パラメータを確定した後、前記方法は、さらに、
　前記ネットワークデバイスが端末デバイスに前記伝送パラメータを送信することを含む
　ことを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載のデータ伝送方法。
【請求項８】
　前記パラメータは、ＤＣＩシグナリング又はＲＲＣシグナリングに搬送される
　ことを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載のデータ伝送方法。
【請求項９】
　前記ターゲット変調符号化方式ＭＣＳは、ＭＣＳレベル又はＭＣＳインデックスを含む
　ことを特徴とする請求項１～８のいずれか１項に記載のデータ伝送方法。
【請求項１０】
　現在のターゲット伝送ブロックを伝送するための伝送パラメータを確定し、伝送パラメ
ータに基づいて、前記ターゲット伝送ブロックのターゲット伝送ブロックサイズＴＢＳを
確定するように構成される確定ユニットと、
　前記確定ユニットにより確定されたターゲットＴＢＳに基づいて、前記ターゲット伝送
ブロックを送信し又は受信するように構成される伝送ユニットとを含み、
　前記伝送パラメータは、ターゲット変調符号化方式ＭＣＳ、ターゲット物理リソースブ
ロックＰＲＢ数及びＰＲＢリソースオーバーヘッドの情報を含む通信デバイスであって、
　前記ＰＲＢリソースオーバーヘッドの情報は、前記ターゲット伝送ブロックのターゲッ
トＰＲＢリソースオーバーヘッドを含み、
　前記ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドは、前記ターゲットＰＲＢ数を有する全
てのＰＲＢにおいて前記ターゲット伝送ブロックを伝送しないリソース要素ＲＥの数、又
は各ＰＲＢにおいて前記ターゲット伝送ブロックを伝送しないＲＥの平均数を含み、
　前記確定ユニットは、
　前記ターゲットＭＣＳに対応する複数のＰＲＢ数の前記ターゲットＰＲＢ数及び第１の
マッピング関係に基づいて、前記ターゲットＰＲＢ数に対応するリソースオーバーヘッド
セットを確定し、
　前記リソースオーバーヘッドセット内の複数のリソースオーバーヘッドに対応する複数
のＴＢＳから、前記ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドに対応するＴＢＳを前記タ
ーゲットＴＢＳとして確定するように構成され、
　前記第１のマッピング関係は、前記複数のＰＲＢ数と複数のセットのリソースオーバー
ヘッドとの対応関係を示す
　ことを特徴とする通信デバイス。
【請求項１１】
　前記確定ユニットは、
　前記ターゲットＭＣＳに対応する複数のＰＲＢ数の前記ターゲットＰＲＢ数及び第１の
マッピング関係に基づいて、前記ターゲットＰＲＢ数に対応するリソースオーバーヘッド
セットを確定し、
　前記リソースオーバーヘッドセット内の複数のリソースオーバーヘッドから、前記ター
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ゲットＰＲＢリソースオーバーヘッド以上の少なくとも１つのリソースオーバーヘッドを
確定し、
　前記少なくとも１つのリソースオーバーヘッドのうちの最小のリソースオーバーヘッド
に対応するＴＢＳを前記ターゲットＴＢＳとして確定するように構成され、
　前記第１のマッピング関係は、前記複数のＰＲＢ数と複数のセットのリソースオーバー
ヘッドとの対応関係を示す
　ことを特徴とする請求項１０に記載の通信デバイス。
【請求項１２】
　前記ＰＲＢリソースオーバーヘッドの情報は、前記ターゲットＰＲＢリソースオーバー
ヘッドの割合を含み、
　前記ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドの割合は、前記ターゲットＰＲＢ数を有
する全てのＰＲＢにおいて前記データを伝送しないＲＥが前記全てのＰＲＢのＲＥ総数に
占める割合、又は各ＰＲＢにおいて前記データを伝送しないＲＥが前記各ＰＲＢのＲＥ総
数に占める平均の割合を含む
　ことを特徴とする請求項１０に記載の通信デバイス。
【請求項１３】
　前記確定ユニットは、
　前記ターゲットＰＲＢ数及び前記ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドの割合に基
づいて、第１のＰＲＢ数を確定し、
　前記ターゲットＭＣＳに対応する複数のＰＲＢ数のうちの前記第１のＰＲＢ数及び第２
のマッピング関係に基づいて、前記第１のＰＲＢ数に対応するＴＢＳを前記ターゲットＴ
ＢＳとして確定するように構成され、
　前記第２のマッピング関係は、前記複数のＰＲＢ数と複数のＴＢＳとの対応関係を示す
　ことを特徴とする請求項１２に記載の通信デバイス。
【請求項１４】
　前記確定ユニットは、
　前記ターゲットＰＲＢ数及び前記ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドの割合に基
づいて、前記第１のＰＲＢ数を(１-Ｐ)×Ｎとすると確定するように構成され、
　Ｎが前記ターゲットＰＲＢ数であり、Ｐが前記ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッ
ドの割合である
　ことを特徴とする請求項１３に記載の通信デバイス。
【請求項１５】
　前記通信デバイスが端末デバイスであり、
　前記伝送ユニットは、さらに、ネットワークデバイスにより送信された前記伝送パラメ
ータを受信するように構成される
　ことを特徴とする請求項１０～１４のいずれか１項に記載の通信デバイス。
【請求項１６】
　前記通信デバイスがネットワークデバイスであり、
　前記伝送ユニットは、さらに、端末デバイスに前記伝送パラメータを送信するように構
成される
　ことを特徴とする請求項１０～１４のいずれか１項に記載の通信デバイス。
【請求項１７】
　前記パラメータは、ＤＣＩシグナリング又はＲＲＣシグナリングに搬送される
　ことを特徴とする請求項１０～１６のいずれか１項に記載の通信デバイス。
【請求項１８】
　前記ターゲット変調符号化方式ＭＣＳは、ＭＣＳレベル又はＭＣＳインデックスを含む
　ことを特徴とする請求項１０～１７のいずれか１項に記載の通信デバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本願の実施例は、無線通信分野に関し、具体的に、データ伝送方法及び通信デバイスに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　ロングタームエボリューション（ＬＴＥ：Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）
システムにおいて、ネットワーク側は、データ伝送をスケジューリングする場合、下り制
御情報（ＤＣＩ：Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）に変調
符号化方式（ＭＣＳ：Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｃｏｄｉｎｇ　Ｓｃｈｅｍｅ）の
情報が含まれる。さらに、ネットワーク側と端末側が当該指示情報に示すＭＣＳとデータ
伝送ブロックサイズ（ＴＢＳ：Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｂｌｏｃｋ　Ｓｉｚｅ）とのマッピ
ング関係を予め約定し、端末デバイスは、当該指示情報及び当該マッピング関係に基づい
て、対応するＴＢＳを知って、当該ＴＢＳを利用してネットワークデバイスとデータ伝送
する。
【０００３】
　従来、ＴＢＳ、ＭＣＳ、ＰＲＢリソースとの間の対応関係は、リソースオーバーヘッド
（ｏｖｅｒｈｅａｄ）が固定された場合に確定されたものであり、当該リソースオーバー
ヘッドは、制御チャネルが占用するリソース及びセル参照信号（ＣＲＳ：Ｃｅｌｌ－ｓｐ
ｅｃｉｆｉｃ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌｓ）が占用するリソースを含む。しか
しながら、５Ｇシステム、即ち新しいラジオシステム（ＮＲ：Ｎｅｗ　Ｒａｄｉｏ）にお
いて、ｏｖｅｒｈｅａｄによる要因が多く、制御チャネルが占用するリソースが異なり、
ｅＭＢＢ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｂｒｏａｄ　Ｂａｎｄ）サービスに挿入す
るＵＲＬＬＣ（Ｈｉｇｈ　Ｒｅｌｉａｂｌｅ　ａｎｄ　Ｌｏｗ　Ｌａｔｅｎｃｙ　Ｃｏｍ
ｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）サービス、異なるＣＳＩ－ＲＳ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ
　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ－Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）アンテナポートの数（
ある端末の見えないポート数を含む）、異なるＤＭＲＳ（Ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　Ｒ
ｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）密度等を挙げる。以上の全ての要因により、固定され
たｏｖｅｒｈｅａｄに従ってＴＢＳを決定する場合、システムの柔軟性が良くない。しか
し、固定されたｏｖｅｒｈｅａｄを通らなくＴＢＳを設計する場合、基地局と端末とのＴ
ＢＳが一致しないと、重大な結果を招く。
【発明の概要】
【０００４】
　本願の実施例は、異なるリソースオーバーヘッドに基づいて、データ伝送に使用するＴ
ＢＳの情報を確定することができるデータ伝送方法及び通信デバイスを提供する。
【０００５】
　第１の形態は、データ伝送方法を提供し、現在のターゲット伝送ブロックを伝送するた
めの伝送パラメータを確定することと、前記伝送パラメータに基づいて、前記ターゲット
伝送ブロックのターゲット伝送ブロックサイズＴＢＳを確定することと、前記ターゲット
ＴＢＳに基づいて、前記ターゲット伝送ブロックを送信し又は受信することとを含み、前
記伝送パラメータは、ターゲット変調符号化方式ＭＣＳ、ターゲット物理リソースブロッ
クＰＲＢ数及びＰＲＢリソースオーバーヘッドの情報を含む。
【０００６】
　そして、端末デバイスとネットワークデバイスとは、ＰＲＢリソースオーバーヘッドの
情報に基づいて、現在のデータを伝送するためのターゲット伝送ブロックＴＢＳを確定す
ることで、異なるリソースオーバーヘッドに基づいてデータ伝送に使用するＴＢＳの情報
を確定することができ、システムの柔軟性を向上させることができる。
【０００７】
　選択可能で、第１の形態の実現可能な方式において、前記ＰＲＢリソースオーバーヘッ
ドの情報は、前記ターゲット伝送ブロックのターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドを
含み、前記ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドは、前記ターゲットＰＲＢ数を有す
る全てのＰＲＢにおいて前記ターゲット伝送ブロックを伝送しないリソース要素ＲＥの数



(6) JP 6979074 B2 2021.12.8

10

20

30

40

50

、又は各ＰＲＢにおいて前記ターゲット伝送ブロックを伝送しないＲＥの平均数を含む。
【０００８】
　選択可能で、第１の形態の実現可能な方式において、前記伝送パラメータに基づいて前
記ターゲット伝送ブロックのターゲットＴＢＳを確定することは、前記ターゲットＭＣＳ
に対応する複数のＰＲＢ数の前記ターゲットＰＲＢ数及び第１のマッピング関係に基づい
て、前記ターゲットＰＲＢ数に対応するリソースオーバーヘッドセットを確定することと
、前記リソースオーバーヘッドセッ内の複数のリソースオーバーヘッドに対応する複数の
ＴＢＳから、前記ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドに対応するＴＢＳを前記ター
ゲットＴＢＳとして確定することとを含み、前記第１のマッピング関係は、前記複数のＰ
ＲＢ数と複数のセットのリソースオーバーヘッドとの対応関係を示す。
【０００９】
　ここで、端末デバイスが確定した当該伝送パラメータには、ターゲットＭＣＳ、ターゲ
ットＰＲＢ数及びターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドが含まれる。異なるＭＣＳに
配置されたＰＲＢ数は、同じであっても良いし、異なっても良く、且つ、各ＭＣＳが複数
のＰＲＢ数に対応する可能である。この複数のＰＲＢ数内の各ＰＲＢ数は、１セットのＰ
ＲＢリソースオーバーヘッドに対応し、各セットのＰＲＢリソースオーバーヘッドに少な
くとも１つのＰＲＢリソースオーバーヘッドが含まれ、各セットのＰＲＢリソースオーバ
ーヘッドの少なくとも１つのＰＲＢリソースオーバーヘッドがＴＢＳに対応する。
【００１０】
　選択可能で、第１の形態の実現可能な方式において、前記伝送パラメータに基づいて前
記ターゲット伝送ブロックのターゲットＴＢＳを確定することは、前記ターゲットＭＣＳ
に対応する複数のＰＲＢ数の前記ターゲットＰＲＢ数及び第１のマッピング関係に基づい
て、前記ターゲットＰＲＢ数に対応するリソースオーバーヘッドセットを確定することと
、前記リソースオーバーヘッドセット内の複数のリソースオーバーヘッドから、前記ター
ゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドの以上の少なくとも１つのリソースオーバーヘッド
を確定することと、前記少なくとも１つのリソースオーバーヘッドのうちの最小のリソー
スオーバーヘッドに対応するＴＢＳを前記ターゲットＴＢＳとして確定することとを含み
、前記第１のマッピング関係は、前記複数のＰＲＢ数と複数のセットのリソースオーバー
ヘッドとの対応関係を示す。
【００１１】
　選択可能で、第１の形態の実現可能な方式において、前記ＰＲＢリソースオーバーヘッ
ドの情報は、前記ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドの割合を含み、前記ターゲッ
トＰＲＢリソースオーバーヘッドの割合は、前記ターゲットＰＲＢ数を有する全てのＰＲ
Ｂにおいて前記データを伝送しないＲＥが前記全てのＰＲＢのＲＥ総数に占める割合、又
は各ＰＲＢにおいて前記データを伝送しないＲＥが前記各ＰＲＢのＲＥ総数に占める平均
の割合を含む。
【００１２】
　選択可能で、第１の形態の実現可能な方式において、前記伝送パラメータに基づいて前
記ターゲット伝送ブロックのターゲットＴＢＳを確定することは、前記ターゲットＰＲＢ
数及び前記ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドの割合に基づいて、第１のＰＲＢ数
を確定することと、前記ターゲットＭＣＳに対応する複数のＰＲＢ数のうちの前記第１の
ＰＲＢ数及び第２のマッピング関係に基づいて、前記第１のＰＲＢ数に対応するＴＢＳを
前記ターゲットＴＢＳとして確定することとを含み、前記第２のマッピング関係は、前記
複数のＰＲＢ数と複数のＴＢＳとの対応関係を示す。
【００１３】
　選択可能で、第１の形態の実現可能な方式において、前記ターゲットＭＣＳに対応する
複数のＰＲＢ数のうちの前記ターゲットＰＲＢ数及び前記ターゲットＰＲＢリソースオー
バーヘッドの割合に基づいて、第１のＰＲＢ数を確定することは、前記ターゲットＰＲＢ
数及び前記ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドの割合に基づいて、前記第１のＰＲ
Ｂ数を
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とし、Ｎが前記ターゲットＰＲＢ数であり、Ｐが前記ターゲットＰＲＢリソースオーバー
ヘッドの割合であり、

がフロア（Ｆｌｏｏｒ）処理である。
【００１４】
　選択可能で、第１の形態の実現可能な方式において、前記方法が端末デバイスにより実
行され、前記現在のターゲット伝送ブロックを伝送するための伝送パラメータを確定する
前に、前記方法は、さらに、前記端末デバイスがネットワークデバイスにより送信された
前記伝送パラメータを受信することを含む。
【００１５】
　選択可能で、第１の形態の実現可能な方式において、前記方法がネットワークデバイス
により実行され、前記現在のターゲット伝送ブロックを伝送するための伝送パラメータを
確定した後、前記方法は、さらに、前記ネットワークデバイスが端末デバイスに前記伝送
パラメータを送信することを含む。
【００１６】
　第２の形態は、上記の第１の形態又は第１の形態の任意の選択可能な実現方式の操作を
実行する通信デバイスを提供する。具体的に、当該通信デバイスは、上記の第１の形態又
は第１の形態の任意の選択可能な実現方式の操作を実行するモジュルユニットを含む。
【００１７】
　第３の形態は、プロセッサ、送受信機及びメモリを含む通信デバイスを提供する。ここ
で、当該プロセッサ、送受信機及びメモリは、内部接続通路で通信する。当該メモリは命
令を記憶し、当該プロセッサは当該メモリに記憶された命令を実行する。当該プロセッサ
は、当該メモリに記憶された命令を実行する場合、第１の形態又は第１の形態の任意の実
現可能な方式の方法を実行し、又は、第２の形態の通信デバイスを実現する。
【００１８】
　第４の形態は、コンピュータ読み取り可能な記憶媒体を提供し、前記コンピュータ読み
取り可能な記憶媒体には命令が記憶され、前記命令によって、通信デバイスは、上記の第
１の形態又は第１の形態の任意の実現可能な方式のデータ伝送方法を実現する。
【００１９】
　第５の形態は、入力インタフェース、出力インタフェース、プロセッサ及びメモリを含
むシステムチップを提供し、当該プロセッサは、当該メモリに記憶された命令を実行し、
当該命令が実行される場合、当該プロセッサは、上記の第１の形態又は第１の形態の任意
の実現可能な方式のデータ伝送方法を実現する。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本願の実施例における応用シーンの模式図である。
【図２】本願の実施例におけるデータ伝送方法のフローチャートである。
【図３】本願の実施例における通信デバイスのブロック図である。
【図４】本願の実施例における通信デバイスのブロック図である。
【図５】本願の実施例におけるシステムチップのブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、図面を参照し、本願の実施例に係る技術案を説明する。
【００２２】
　なお、本発明の実施例における技術的解決策は様々な通信システム、例えばグローバル
移動体通信（ＧＳＭ：Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｏｆ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎ
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ｉｃａｔｉｏｎ）システム、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ：Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ
　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）システム、広帯域符号分割多元接続（ＷＣＤＭＡ：
Ｗｉｄｅｂａｎｄ　Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）汎
用パケット無線サービス（ＧＰＲＳ：Ｇｅｎｅｒａ１　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅ
ｒｖｉｃｅ）システム、長期進化型（ＬＴＥ：Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ
）システム、ＬＴＥ周波数分割複信（ＦＤＤ：Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　
Ｄｕｐｌｅｘ）システム、ＬＴＥ時間分割複信（ＴＤＤ：Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　
Ｄｕｐｌｅｘ）、ユニバーサル移動通信システム（ＵＭＴＳ：Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏ
ｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ）、ワイマックス（Ｗｉ
ＭＡＸ：Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏ
ｗａｖｅ Ａｃｃｅｓｓ）通信システム、又は未来の５Ｇシステムなどに応用されること
ができる。
【００２３】
　本発明は端末デバイスに基づいて各実施例を説明する。端末デバイスは、ユーザデバイ
ス（ＵＥ：Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）、アクセス端末、ユーザユニット、ユーザ局
、移動局、移動台、リモート局、リモート端末、移動装置、ユーザ端末、端末、無線通信
デバイス、ユーザエージェント又はユーザ装置であってもよい。アクセス端末は、携帯電
話、移動電話、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ：Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉ
ｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）電話、無線ローカルループ（ＷＬＬ：Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏ
ｃａｌ　Ｌｏｏｐ）局、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎ
ｔ）、無線通信機能を備えるハンドヘルド機器、コンピューティング装置、無線モデムに
接続される他の処理デバイス、車載機器、ウェアラブル機器、未来の５Ｇネットワークの
端末デバイス又は未来のＰＬＭＮ（Ｐｕｂｌｉｃ　Ｌａｎｄ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｎｅｔｗｏ
ｒｋ）ネットワーク内の端末デバイス等であってもよい。
【００２４】
　本発明はネットワークデバイスに基づいて各実施例を説明する。ネットワークデバイス
は、端末デバイスと通信するデバイスであってもよく、ＧＳＭ又はＣＤＭＡのＢＴＳ（Ｂ
ａｓｅ　Ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、ＷＣＤＭＡシステムの基地局（Ｎ
ｏｄｅＢ）ＬＴＥシステムの進化型の基地局（ｅＮＢ又はｅＮｏｄｅＢ：Ｅｖｏｌｕｔｉ
ｏｎａｌ　ＮｏｄｅＢ）、ＣＲＡＮ（Ｃｌｏｕｄ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗ
ｏｒｋ、）の無線コントローラ、中継局、アクセスポイント、車載機器、ウェアラブル機
器、未来の５Ｇネットワークのネットワークデバイス、未来の進化のＰＬＭＮネットワー
クのネットワークデバイス等であってもよい。
【００２５】
　図１は本願の実施例の応用シーンの模式図である。図１の通信システムは、ネットワー
クデバイス１０及び端末デバイス２０を含む。ネットワークデバイス１０は、端末デバイ
ス２０に通信サービスを提供してコアネットワークへのアクセスを行い、端末デバイス２
０は、ネットワークデバイス１０からの同期信号、ブロードキャスト信号等を検索しネッ
トワークにアクセスして、ネットワークと通信する。図１の矢印は、端末デバイス２０と
ネットワークデバイス１０とのセルラリンクによって行う上り伝送／下り伝送を示す。
【００２６】
　本願の実施例におけるネットワークは、ＰＬＭＮネットワーク（Ｐｕｂｌｉｃ　Ｌａｎ
ｄ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、Ｄ２Ｄ（Ｄｅｖｉｃｅ　ｔｏ　Ｄｅｖｉｃｅ）ネ
ットワーク、Ｍ２Ｍ（Ｍａｃｈｉｎｅ　ｔｏ　Ｍａｃｈｉｎｅ／Ｍａｎ）ネットワーク、
又はその他のネットワークであってもよく、図１は例示的な模式図であり、ネットワーク
は、他の端末デバイスを含むことができ、図１に省略する。
【００２７】
　図２は本願の実施例におけるデータ伝送方法２００のフローチャートである。当該方法
２００は、端末デバイス又はネットワークデバイスにより実行され、本願の実施例は、当
該方法が端末デバイスにより実行されることを例をとするが、これに限定しなく、当該方
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法がネットワークデバイスにより実行されてもよく、ネットワークデバイスは、本願の実
施例に記載の方法でＴＢＳを確定することができる。図２に示すように、データ伝送のプ
ロセスは、２１０～２３０を含む。
【００２８】
　２１０において、現在のターゲット伝送ブロックを伝送するための伝送パラメータを確
定する。
【００２９】
　ここで、当該伝送パラメータは、ターゲット変調符号化方式ＭＣＳ、ターゲット物理リ
ソースブロックＰＲＢ数及びＰＲＢリソースオーバーヘッド（ｏｖｅｒｈｅａｄ）の情報
を含む。
【００３０】
　具体的に、端末デバイスが確定した現在データのターゲット伝送ブロックを伝送するた
めの伝送パラメータには、ターゲットＭＣＳ及び対応するターゲットＰＲＢ数だけではな
く、ＰＲＢリソースオーバーヘッドの情報も含まれる。当該ターゲットＭＣＳは、ＭＣＳ
レベル又はＭＣＳインデックス等のＭＣＳと固定対応関係を付ける他の情報を含み、当該
ＰＲＢリソースオーバーヘッドの情報は、当該ターゲット伝送ブロックのターゲットＰＲ
Ｂリソースオーバーヘッド、又は当該ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドの割合を
含む。
【００３１】
　ここで、当該ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドは、当該ターゲットＰＲＢ数を
有する全てのＰＲＢにおいて当該ターゲット伝送ブロックを伝送しないリソース要素ＲＥ
の数、又は各ＰＲＢにおいて当該ターゲット伝送ブロックを伝送しないＲＥの平均数を含
む。
【００３２】
　ここ、当該ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドの割合は、当該ターゲットＰＲＢ
数を有する全てのＰＲＢにおいて当該データを伝送しないＲＥが全てのＰＲＢのＲＥ総数
に占める割合、各ＰＲＢにおいて当該データを伝送しないＲＥが各ＰＲＢのＲＥ総数に占
める平均の割合を含む。
【００３３】
　例えば、当該ターゲットＰＲＢ数がＭであり、Ｍ個のＰＲＢにおいて当該データを伝送
しないＲＥの個数がＮである場合、当該ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドがＮで
あり、当該ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドの割合がＮ／Ｍである。
【００３４】
　Ｍ個のＰＲＢにおいて各ＰＲＢ内のＲＥ総数がＰであり、各ＰＲＢにおいて当該データ
を伝送しないＲＥの個数がＱである場合、当該ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッド
をＱとして定義され、当該ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドの割合がＱ／Ｐであ
る。
【００３５】
　２２０において、当該伝送パラメータに基づいて、当該ターゲット伝送ブロックのター
ゲットＴＢＳを確定する。
【００３６】
　具体的に、端末デバイスは、ターゲットＭＣＳレベル、ターゲットＰＲＢ数及びＰＲＢ
リソースオーバーヘッドの情報を確定した後、これらの伝送パラメータに基づいて、当該
データを伝送するためのターゲット伝送ブロックの大きさを確定する。本願の実施例にお
いて、新しい伝送パラメータ、即ちＰＲＢリソースオーバーヘッドの情報が導入されてお
る。以下、当該ＰＲＢリソースオーバーヘッドの情報に基づいて、端末デバイスがどのよ
うに伝送パラメータに基づいてターゲット伝送ブロックサイズＴＢＳを確定するかを説明
する。
【００３７】
　ケース１
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　当該ＰＲＢリソースオーバーヘッドの情報は、当該ターゲット伝送ブロックのターゲッ
トＰＲＢリソースオーバーヘッドを含む。
【００３８】
　端末デバイスが取得した伝送パラメータにはターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッド
が含まれる場合、端末デバイスは、以下の２つの方式でターゲット伝送ブロックのターゲ
ットＴＢＳを確定することができる。
【００３９】
　方式１
　端末デバイスが当該伝送パラメータに基づいて当該ターゲット伝送ブロックのターゲッ
トＴＢＳを確定することは、端末デバイスがターゲットＭＣＳレベルに対応する複数のＰ
ＲＢ数内の当該ターゲットＰＲＢ数及び第１のマッピング関係に基づいて、当該ターゲッ
トＰＲＢ数に対応するリソースオーバーヘッドセットを確定し、当該第１のマッピング関
係は、当該複数のＰＲＢ数と複数のセットのリソースオーバーヘッドとの対応関係を示し
、端末デバイスは、当該リソースオーバーヘッドセット内の複数のリソースオーバーヘッ
ドに対応する複数のＴＢＳから、当該ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドに対応す
るＴＢＳを当該ターゲットＴＢＳとして確定する。
【００４０】
　具体的に、端末デバイス確定した当該伝送パラメータには、ターゲットＭＣＳ、ターゲ
ットＰＲＢ数及びターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドが含まれる。異なるＭＣＳに
配置されるＰＲＢ数は、同じ又は異なり、且つ各ＭＣＳが複数のＰＲＢ数に対応すること
ができる。この複数のＰＲＢ数内の各ＰＲＢ数が１セットのＰＲＢリソースオーバーヘッ
ドに対応し、各セットのＰＲＢリソースオーバーヘッドには少なくとも１つのＰＲＢリソ
ースオーバーヘッドが含まれ、且つ各セットのＰＲＢリソースオーバーヘッド内の少なく
とも１つのＰＲＢリソースオーバーヘッドがＴＢＳに対応する。端末デバイスは、ターゲ
ットＭＣＳ、ターゲットＰＲＢ数、ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッド等のこれら
の伝送パラメータとＴＢＳとの対応関係に基づいて、ターゲットＴＢＳを確定することが
できる。
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【表１】

【００４１】
　例えば、表１はＭＣＳインデックスとＰＲＢ数とＰＲＢリソースオーバーヘッドとＴＢ
Ｓとのマッピング関係を示す。ここで、１つのＭＣＳは、複数のＰＲＢ数、例えばＮ１＝
１、Ｎ２＝２、……、Ｎｋ＝１００に対応し、割り当てるＰＲＢ個数が１つのＰＲＢ、２
つのＰＲＢ、……、１００つのＰＲＢであることをそれぞれ示す。ここで、各ＰＲＢ数が
１セットのリソースオーバーヘッドに対応し、各セットのリソースオーバーヘッドには少
なくとも１つのリソースオーバーヘッド例えばＯＨ１、ＯＨ２、……ＯＨnが含まれ、且
つ各セットのリソースオーバーヘッド内の少なくとも１つのリソースオーバーヘッドが少
なくとも１つのＴＢＳに対応する。異なるＰＲＢ数に対応するリソースオーバーヘッドセ
ット内のリソースオーバーヘッドは、同じであっても良いし、異なっても良い。表１にお
いて、異なるＭＣＳに割り当てるＰＲＢ数は、異なり、異なるＰＲＢ数に対応するリソー
スオーバーヘッドは異なっても良い。
【００４２】
　例えば、端末デバイスが確定した伝送パラメータ内のターゲットＭＣＳがＭＣＳ１であ
り、ターゲットＰＲＢ数がＮ２であり、ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドがＯＨ

２である。端末デバイスは、まず、ＭＣＳ１に対応する複数のＰＲＢ数からターゲットＰ
ＲＢ数のＮ２を検索し、次に、Ｎ２に対応する１セットのリソースオーバーヘッド（即ち
ＯＨ１、ＯＨ２、……ＯＨn）からターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドＯＨ２を見
つけ、最後、ＯＨ２に対応するＴＢＳ２をターゲットＴＢＳとして確定する。
【００４３】
　方式２
　端末デバイスが当該伝送パラメータに基づいて当該ターゲット伝送ブロックのターゲッ
トＴＢＳを確定することは、端末デバイスが当該ターゲットＭＣＳに対応する複数のＰＲ
Ｂ数内の当該ターゲットＰＲＢ数及び第１のマッピング関係に基づいて、当該ターゲット
ＰＲＢ数に対応するリソースオーバーヘッドセットを確定し、当該第１のマッピング関係
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は、複数のＰＲＢ数と複数のセットのリソースオーバーヘッドとの対応関係を示し、端末
デバイスが当該リソースオーバーヘッドセット内の複数のリソースオーバーヘッドから、
当該ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドの以上の少なくとも１つのリソースオーバ
ーヘッドを確定し、当該少なくとも１つのリソースオーバーヘッドのうちの最小のリソー
スオーバーヘッドに対応するＴＢＳを当該ターゲットＴＢＳとして確定する。
【００４４】
　具体的に、端末デバイスが確定した当該伝送パラメータには、ターゲットＭＣＳ、ター
ゲットＰＲＢ数及びターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドが含まれる。１つのケース
として、端末デバイスは、ターゲットＰＲＢ数に対応するリソースオーバーヘッドセット
内の少なくとも１つのリソースオーバーヘッドから、ターゲットＰＲＢリソースオーバー
ヘッドを見つけない場合、方式２でターゲットＴＢＳを確定する。例えば、端末デバイス
は、当該リソースオーバーヘッドセット内の複数のリソースオーバーヘッドから、当該タ
ーゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドの以上の少なくとも１つのリソースオーバーヘッ
ドを確定し、さらに、当該少なくとも１つのリソースオーバーヘッドのうちの最小のリソ
ースオーバーヘッドに対応するＴＢＳを当該ターゲットＴＢＳとして確定する。
【００４５】
　例えば、表２は、ＭＣＳインデックスとＰＲＢ数とＰＲＢリソースオーバーヘッドとＴ
ＢＳとのマッピング関係を示す。表２に示すＭＣＳインデックスがＭＣＳ１５であり、Ｍ
ＣＳ１５は、複数のＰＲＢ数、例えば如Ｎ１＝１０、・・・・・・、Ｎｋ＝２０に対応す
る。ここで、各ＰＲＢ数が１セットのリソースオーバーヘッドに対応し、且つ、複数のセ
ットのリソースオーバーヘッド内の少なくとも１つのリソースオーバーヘッドは、一部に
異なっても良い。例えば、ＰＲＢ数がＮ１＝１０である場合、対応するリソースオーバー
ヘッドセットには３つのリソースオーバーヘッド６、１２、１８が含まれ、ＰＲＢ数がＮ
２＝２０である場合、対応するリソースオーバーヘッドセットには３つのリソースオーバ
ーヘッド６、９、１２が含まれる。ここで、複数のセットのリソースオーバーヘッドは、
複数のリソースオーバーヘッドセットである。
【表２】

【００４６】
　例えば、端末デバイスが取得した伝送パラメータ内のターゲットＭＣＳのインデックス
が１５であり、ターゲットＰＲＢ数がＮ１＝１０であり、ターゲットＰＲＢリソースオー
バーヘッドが８である。端末デバイスは、まず、ＭＣＳインデックスの１５に対応する複
数のＰＲＢ数から、ターゲットＰＲＢ数のＮ１＝１０を検索し、次に、Ｎ１＝１０に対応
する１セットのリソースオーバーヘッド（即ち、ＯＨ１、ＯＨ２及びＯＨ３）から、当該
ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッド８よりも大きいリソースオーバーヘッドを検索
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ら最小のリソースオーバーヘッドをＯＨ２＝１２として確定し、以上のように、端末デバ
イスは、リソースオーバーヘッドとＴＢＳとの対応関係に基づいて、ＯＨ２＝１２に対応
するＴＢＳ２をターゲットＴＢＳとして確定する。
【００４７】
　また、例えば、端末デバイスが取得する伝送パラメータ内のターゲットＭＣＳのインデ
ックスが１５であり、ターゲットＰＲＢ数がＮ２＝２０であり、ターゲットＰＲＢリソー
スオーバーヘッドが８である。端末デバイスは、Ｎ２＝２０に対応する１セットのリソー
スオーバーヘッド（即ちＯＨ４、ＯＨ５及びＯＨ６）から当該ターゲットＰＲＢリソース
オーバーヘッド８よりも大きいリソースオーバーヘッド、即ちＯＨ５＝９及びＯＨ６＝１
２を見つけ、最後、ＯＨ５＝９及びＯＨ６＝１２から最小のリソースオーバーヘッドをＯ
Ｈ５＝９として確定し、以上のように、端末デバイスは、リソースオーバーヘッドとＴＢ
Ｓとの対応関係に基づいて、ＯＨ５＝９に対応するＴＢＳ２をターゲットＴＢＳとして確
定する。
【００４８】
　なお、端末デバイスは、当該リソースオーバーヘッドセット内の複数のリソースオーバ
ーヘッドから、当該ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドの以下の少なくとも１つの
リソースオーバーヘッドを確定し、当該少なくとも１つのリソースオーバーヘッドのうち
の最大のリソースオーバーヘッドに対応するＴＢＳを当該ターゲットＴＢＳとして確定し
ても良い。本願の実施例はこれを限定しない。
【００４９】
　ケース２
　当該ＰＲＢリソースオーバーヘッドの情報は、当該ターゲット伝送ブロックのターゲッ
トＰＲＢリソースオーバーヘッドの割合を含む。
【００５０】
　選択可能で、端末デバイスが当該伝送パラメータに基づいて当該ターゲット伝送ブロッ
クのターゲットＴＢＳを確定することは、端末デバイスは、当該ターゲットＰＲＢ数及び
当該ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドの割合に基づいて、第１のＰＲＢ数を確定
し、当該ターゲットＭＣＳに対応する複数のＰＲＢ数内の当該第１のＰＲＢ数及び第２の
マッピング関係に基づいて、当該第１のＰＲＢ数に対応するＴＢＳをターゲットＴＢＳと
して確定することを含み、当該第２のマッピング関係は、当該複数のＰＲＢ数と複数のＴ
ＢＳとの対応関係を示す。
【００５１】
　ＬＴＥシステムにおいて、システム帯域幅が最大１００個のＰＲＢであるため、ＭＣＳ
とＰＲＢ数とＴＢＳとのマッピング関係について、１つのＭＣＳに最大１００個のＰＲＢ
がある。５Ｇシステムにおいて、システム帯域幅がＬＴＥシステムより大幅に広くなり、
例えば、２００Ｍ帯域幅（１０００個のＰＲＢに対応する）であり、この場合、従来の方
式でマッピング関係表、例えば、表３を構成すると、非常に大きいオーバーヘッドを引き
起こす。
【００５２】
　端末デバイスが確定した伝送パラメータにターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドの
割合が含まれる場合、端末デバイスは、ターゲットＰＲＢ数及び当該ターゲットＰＲＢリ
ソースオーバーヘッドの割合に基づいて、第１のＰＲＢ数を確定し、当該ターゲットＭＣ
Ｓに対応する複数のＰＲＢ数から当該第１のＰＲＢ数を検索し、当該第１のＰＲＢ数及び
当該複数のＰＲＢ数と複数のＴＢＳとの対応関係に基づいて、当該第１のＰＲＢ数に対応
するＴＢＳをターゲットＴＢＳとして確定する。
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【表３】

【００５３】
　選択可能で、端末デバイスは、所定のルールに基づいて当該第１のＰＲＢ数を確定し、
例えば、第１のＰＲＢ数を

とし、ここで、Ｍが第１のＰＲＢ数であり、ＮがターゲットＰＲＢ数であり、Ｐがターゲ
ットＰＲＢリソースオーバーヘッドの割合であり、

がフロア（Ｆｌｏｏｒ）処理である。
【００５４】
　表３に示すマッピング関係を例とし、端末デバイスが確定した当該伝送パラメータには
、ターゲットＭＣＳ、ターゲットＰＲＢ数及びターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッド
が含まれる。当該伝送パラメータ内のターゲットＭＣＳのインデックスが２５であり、タ
ーゲットＰＲＢ数が９０であり、ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドの割合が８％
である。この場合、端末デバイスは、ターゲットＰＲＢ数及びターゲットＰＲＢリソース
オーバーヘッドに基づいて、第１のＰＲＢ数を

として確定し、ＭＣＳインデックスの２５に対応するＰＲＢ数からＰＲＢ数の８２を見つ
け、ＰＲＢ数の８２に対応するＴＢＳをターゲットＴＢＳとして確定する。
【００５５】
　この実施例において、従来のマッピング関係表を変更する必要がなく、異なるＰＲＢリ
ソースオーバーヘッドに基づいてＴＢＳを確定することができる。
【００５６】
　２３０において、当該ターゲットＴＢＳにおいて、当該ターゲット伝送ブロック送信ま
たは受信する。
【００５７】
　具体的に、端末デバイスは、現在のターゲット伝送ブロックを伝送するためのターゲッ
トＴＢＳを確定した後、当該ターゲットＴＢＳに基づいて、対応するサイズのターゲット
伝送ブロックを生成しネットワークデバイスに当該ターゲット伝送ブロックを送信し、ま
たは、当該ターゲットＴＢＳに基づいて、ネットワークデバイスからの当該ターゲット伝
送ブロックを受信する。
【００５８】
　上記の方法２００は、ネットワークデバイスにより実行されても良い。即ち、ネットワ
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ークデバイスが現在のターゲット伝送ブロックを伝送するための伝送パラメータを確定し
、当該伝送パラメータは、ターゲットＭＣＳ、ターゲットＰＲＢ数及びＰＲＢリソースオ
ーバーヘッドの情報を含み、ネットワークデバイスは、当該伝送パラメータに基づいて、
当該ターゲット伝送ブロックのＴＢＳを確定し、ネットワークデバイスは、当該ターゲッ
トＴＢＳに基づいて、端末デバイスに当該ターゲット伝送ブロックを送信し、又は、端末
デバイスからの当該ターゲット伝送ブロックを受信する。なお、ネットワークデバイスが
現在のデータの伝送ブロックを伝送するためのＴＢＳを確定することは、上記の端末デバ
イスのＴＢＳの確定プロセスを参照し、簡潔のため、説明を省略する。
【００５９】
　選択可能で、当該方法が端末デバイスにより実行され、端末デバイスが現在のターゲッ
ト伝送ブロックを伝送するための伝送パラメータを確定する前に、当該方法は、さらに、
端末デバイスがネットワークデバイスからの当該伝送パラメータを受信することを含む。
【００６０】
　選択可能で、当該方法がネットワークデバイスにより実行され、現在のターゲット伝送
ブロックを伝送するための伝送パラメータを確定した後、当該方法は、さらに、ネットワ
ークデバイスが端末デバイスに当該伝送パラメータを送信することを含む。
【００６１】
　ここで、ネットワークデバイスは、物理シグナリングで当該伝送パラメータを送信し、
例えば、下り制御情報（ＤＣＩ：Ｄｏｗｅｎｌｏａｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍａ
ｔｉｏｎ）に含まれる当該伝送パラメータを端末デバイスに送信する。しかし、リソース
オーバーヘッド（ｏｖｅｒｈｅａｄ）がシステムにより引き起こしたもの、例えば、チャ
ネル状態指示参照信号（ＣＳＩ－ＲＳ：Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｄｉｃａｔｉ
ｏｎ－Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌｓ）及び制御チャネル等により引き起こしたも
のである可能性があるため、リソースオーバーヘッドの値の変化は高速でない。そして、
ネットワークデバイスは、高レイヤシグナリング、例えば無線リソース制御（ＲＲＣ：Ｒ
ａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏ）シグナリングで端末デバイスに当該ターゲ
ットリソースオーバーヘッドを通知しても良い。
【００６２】
　本願の実施例において、端末デバイスとネットワークデバイスとは、ＰＲＢリソースオ
ーバーヘッドの情報に基づいて、現在のデータを伝送するためのターゲット伝送ブロック
ＴＢＳを確定し、異なるリソースオーバーヘッドに基づいてデータ伝送に使用するＴＢＳ
の情報を確定し、システムの柔軟性を向上させることができる。
【００６３】
　図３は本願の実施例における通信デバイス３００のブロック図である。当該通信デバイ
ス３００が端末デバイス又はネットワークデバイスであり、図３に示すように、当該通信
デバイス３００は、確定ユニット３１０及び伝送ユニット３２０を含む。
【００６４】
　当該確定ユニット３１０は、現在のターゲット伝送ブロックを伝送するための伝送パラ
メータを確定するように構成され、前記伝送パラメータは、ターゲット変調符号化方式Ｍ
ＣＳ、ターゲット物理リソースブロックＰＲＢ数及びＰＲＢリソースオーバーヘッドの情
報を含む。
【００６５】
　当該確定ユニット３１０は、前記伝送パラメータに基づいて、前記ターゲット伝送ブロ
ックのターゲット伝送ブロックサイズＴＢＳを確定するように構成される。
【００６６】
　当該伝送ユニット３２０は、確定ユニット３１０が確定したターゲットＴＢＳに基づい
て、前記ターゲット伝送ブロックを送信又は受信するように構成される。
【００６７】
　そして、端末デバイスとネットワークデバイスとは、ＰＲＢリソースオーバーヘッドの
情報に基づいて現在のデータを伝送するためのターゲット伝送ブロックＴＢＳを確定し、



(16) JP 6979074 B2 2021.12.8

10

20

30

40

50

異なるリソースオーバーヘッドに基づいてデータ伝送に使用するＴＢＳの情報を確定する
ことができ、システムの柔軟性を向上させることができる。
【００６８】
　選択可能で、前記ＰＲＢリソースオーバーヘッドの情報は、前記ターゲット伝送ブロッ
クのターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドを含み、ここで、前記ターゲットＰＲＢリ
ソースオーバーヘッドは、前記ターゲットＰＲＢ数を有する全てのＰＲＢにおいて前記タ
ーゲット伝送ブロックを伝送しないリソース要素ＲＥの数、又は各ＰＲＢにおいて前記タ
ーゲット伝送ブロックを伝送しないＲＥの平均数を含む。
【００６９】
　選択可能で、確定ユニット３１０は、前記ターゲットＭＣＳに対応する複数のＰＲＢ数
の前記ターゲットＰＲＢ数及び第１のマッピング関係に基づいて、前記ターゲットＰＲＢ
数に対応するリソースオーバーヘッドセットを確定し、前記第１のマッピング関係は、前
記複数のＰＲＢ数と複数のセットのリソースオーバーヘッドとの対応関係を示し、前記リ
ソースオーバーヘッドセッ内の複数のリソースオーバーヘッドに対応する複数のＴＢＳか
ら、前記ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドに対応するＴＢＳを前記ターゲットＴ
ＢＳとして確定するように構成される。
【００７０】
　選択可能で、確定ユニット３１０は、前記ターゲットＭＣＳに対応する複数のＰＲＢ数
の前記ターゲットＰＲＢ数及び第１のマッピング関係に基づいて、前記ターゲットＰＲＢ
数に対応するリソースオーバーヘッドセットを確定し、前記第１のマッピング関係は、前
記複数のＰＲＢ数と複数のセットのリソースオーバーヘッドとの対応関係を示し、前記リ
ソースオーバーヘッドセット内の複数のリソースオーバーヘッドから、前記ターゲットＰ
ＲＢリソースオーバーヘッドの以上の少なくとも１つのリソースオーバーヘッドを確定し
、前記少なくとも１つのリソースオーバーヘッドのうちの最小のリソースオーバーヘッド
に対応するＴＢＳを前記ターゲットＴＢＳとして確定するように構成される。
【００７１】
　選択可能で、前記ＰＲＢリソースオーバーヘッドの情報は、前記ターゲットＰＲＢリソ
ースオーバーヘッドの割合を含み、ここで、前記ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッ
ドの割合は、前記ターゲットＰＲＢ数を有する全てのＰＲＢにおいて前記データを伝送し
ないＲＥが前記全てのＰＲＢのＲＥ総数に占める割合、又は各ＰＲＢにおいて前記データ
を伝送しないＲＥが前記各ＰＲＢのＲＥ総数に占める平均の割合を含む。
【００７２】
　選択可能で、確定ユニット３１０は、前記ターゲットＰＲＢ数及び前記ターゲットＰＲ
Ｂリソースオーバーヘッドの割合に基づいて、第１のＰＲＢ数を確定し、前記ターゲット
ＭＣＳに対応する複数のＰＲＢ数のうちの前記第１のＰＲＢ数及び第２のマッピング関係
に基づいて、前記第１のＰＲＢ数に対応するＴＢＳを前記ターゲットＴＢＳとして確定す
るように構成され、前記第２のマッピング関係は、前記複数のＰＲＢ数と複数のＴＢＳと
の対応関係を示す。
【００７３】
　選択可能で、確定ユニット３１０は、前記ターゲットＰＲＢ数及び前記ターゲットＰＲ
Ｂリソースオーバーヘッドの割合に基づいて、前記第１のＰＲＢ数を

とし、ここで、Ｎが前記ターゲットＰＲＢ数であり、Ｐが前記ターゲットＰＲＢリソース
オーバーヘッドの割合であり、

がフロア（Ｆｌｏｏｒ）処理である。
【００７４】
　選択可能で、前記通信デバイスが端末デバイスであり、伝送ユニット３２０は、さらに
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、ネットワークデバイスからの前記伝送パラメータを受信するように構成される。
【００７５】
　選択可能で、前記通信デバイスがネットワークデバイスであり、伝送ユニット３２０は
、さらに、端末デバイスに前記伝送パラメータを送信するように構成される。
【００７６】
　なお、当該通信デバイス３００は、方法の実施例の端末デバイス又はネットワークデバ
イスに対応し、当該端末デバイス又はネットワークデバイスの機能を実行し、簡潔のため
、ここで説明を省略する。
【００７７】
　図４は本願の実施例における通信デバイス４００の構成図である。当該通信デバイスは
、端末デバイス又はネットワークデバイスである。図４に示すように、当該通信デバイス
は、プロセッサ４１０、送受信機４２０及びメモリ４３０を含み、ここで、当該プロセッ
サ４１０、送受信機４２０及びメモリ４３０は、内部接続通路で通信する。当該メモリ４
３０は、命令を記憶し、当該プロセッサ４１０は、当該メモリ４３０に記憶された命令を
実行して、当該送受信機４２０の信号の送受信を制御する。
【００７８】
　ここで、当該プロセッサ４１０は、現在のターゲット伝送ブロックを伝送するための伝
送パラメータを確定し、前記伝送パラメータに基づいて、前記ターゲット伝送ブロックの
ターゲット伝送ブロックサイズＴＢＳを確定するように構成され、前記伝送パラメータは
、ターゲット変調符号化方式ＭＣＳ、ターゲット物理リソースブロックＰＲＢ数及びＰＲ
Ｂリソースオーバーヘッドの情報を含む。
【００７９】
　当該送受信機４２０は、プロセッサ４１０が確定した前記ターゲットＴＢＳに基づいて
、第２のデバイスに前記ターゲット伝送ブロックを送信し、又は前記第２のデバイスが前
記ターゲットＴＢＳに基づいて送信した前記ターゲット伝送ブロックを受信するように構
成される。
【００８０】
　そして、端末デバイスとネットワークデバイスとは、ＰＲＢリソースオーバーヘッドの
情報に基づいて現在のデータを伝送するためのターゲット伝送ブロックＴＢＳを確定し、
異なるリソースオーバーヘッドに基づいてデータ伝送に使用するＴＢＳの情報を確定する
ことができ、システムの柔軟性を向上させることができる。
【００８１】
　選択可能で、前記ＰＲＢリソースオーバーヘッドの情報は、前記ターゲット伝送ブロッ
クのターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドを含み、ここで、前記ターゲットＰＲＢリ
ソースオーバーヘッドは、前記ターゲットＰＲＢ数を有する全てのＰＲＢにおいて前記タ
ーゲット伝送ブロックを伝送しないリソース要素ＲＥの数、又は各ＰＲＢにおいて前記タ
ーゲット伝送ブロックを伝送しないＲＥの平均数を含む。
【００８２】
　選択可能で、プロセッサ４１０は、前記ターゲットＭＣＳに対応する複数のＰＲＢ数の
前記ターゲットＰＲＢ数及び第１のマッピング関係に基づいて、前記ターゲットＰＲＢ数
に対応するリソースオーバーヘッドセットを確定し、前記第１のマッピング関係は、前記
複数のＰＲＢ数と複数のセットのリソースオーバーヘッドとの対応関係を示し、前記リソ
ースオーバーヘッドセッ内の複数のリソースオーバーヘッドに対応する複数のＴＢＳから
、前記ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッドに対応するＴＢＳを前記ターゲットＴＢ
Ｓとして確定するように構成される。
【００８３】
　選択可能で、プロセッサ４１０は、前記ターゲットＭＣＳに対応する複数のＰＲＢ数の
前記ターゲットＰＲＢ数及び第１のマッピング関係に基づいて、前記ターゲットＰＲＢ数
に対応するリソースオーバーヘッドセットを確定し、前記第１のマッピング関係は、前記
複数のＰＲＢ数と複数のセットのリソースオーバーヘッドとの対応関係を示し、前記リソ
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ースオーバーヘッドセット内の複数のリソースオーバーヘッドから、前記ターゲットＰＲ
Ｂリソースオーバーヘッドの以上の少なくとも１つのリソースオーバーヘッドを確定し、
前記少なくとも１つのリソースオーバーヘッドのうちの最小のリソースオーバーヘッドに
対応するＴＢＳを前記ターゲットＴＢＳとして確定するように構成される。
【００８４】
　選択可能で、前記ＰＲＢリソースオーバーヘッドの情報は、前記ターゲットＰＲＢリソ
ースオーバーヘッドの割合を含み、ここで、前記ターゲットＰＲＢリソースオーバーヘッ
ドの割合は、前記ターゲットＰＲＢ数を有する全てのＰＲＢにおいて前記データを伝送し
ないＲＥが前記全てのＰＲＢのＲＥ総数に占める割合、又は各ＰＲＢにおいて前記データ
を伝送しないＲＥが前記各ＰＲＢのＲＥ総数に占める平均の割合を含む。
【００８５】
　選択可能で、プロセッサ４１０は、前記ターゲットＰＲＢ数及び前記ターゲットＰＲＢ
リソースオーバーヘッドの割合に基づいて、第１のＰＲＢ数を確定し、前記ターゲットＭ
ＣＳに対応する複数のＰＲＢ数のうちの前記第１のＰＲＢ数及び第２のマッピング関係に
基づいて、前記第１のＰＲＢ数に対応するＴＢＳを前記ターゲットＴＢＳとして確定する
ように構成され、前記第２のマッピング関係は、前記複数のＰＲＢ数と複数のＴＢＳとの
対応関係を示す。
【００８６】
　選択可能で、プロセッサ４１０は、前記ターゲットＰＲＢ数及び前記ターゲットＰＲＢ
リソースオーバーヘッドの割合に基づいて、前記第１のＰＲＢ数を

とし、ここで、Ｎが前記ターゲットＰＲＢ数であり、Ｐが前記ターゲットＰＲＢリソース
オーバーヘッドの割合であり、

がフロア（Ｆｌｏｏｒ）処理である。
【００８７】
　選択可能で、当該通信デバイス４００が端末デバイスであり、当該送受信機４２０は、
さらに、ネットワークデバイスからの前記伝送パラメータを受信するように構成される。
【００８８】
　選択可能で、当該通信デバイス４００がネットワークデバイスであり、当該送受信機４
２０は、さらに、端末デバイスに前記伝送パラメータを送信するように構成される。
【００８９】
　なお、本発明の実施例において、当該プロセッサ４１０が中央処理ユニット（ＣＰＵ：
Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）、汎用プロセッサ、デジタル信号プ
ロセッサ（ＤＳＰ：Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）、専用集積回
路（ＡＳＩＣ：Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃ
ｉｒｃｕｉｔ）、現場でプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ：Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇ
ｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ）、又は他のプログラマブルロジックデバイス
、ディスクリートゲート又はトランジスタ論理デバイス、ディスクリートハードウェアコ
ンポーネントであっても良い。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサー、いかなる通常
のプロセッサー等であってもよい。
【００９０】
　当該メモリ４３０が読み取り専用メモリ及びランダムアクセスメモリを含み、プロセッ
サー４１０に命令及びデータを提供する。メモリ４３０が不揮発性ランダムアクセスメモ
リを含む。例えば、メモリ４３０は、デイバスタイプの情報を記憶する。
【００９１】
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　本発明の実施例に開示された方法のステップは、プロセッサ４１０におけるハードウェ
アモジュール及びソフトウェアモジュールの組み合わせによって実行して完成されるよう
に具現することができる。ソフトウェアモジュールは、ランダムアクセスメモリ、フラッ
シュメモリ、読み取り専用メモリ、プログラマブル読み取り専用メモリ又は電気的消去可
能プログラマブルメモリ、レジスタなどの本分野における成熟した記憶媒体に位置しても
よい。該記憶媒質はメモリ４３０に位置し、プロセッサ４１０はメモリ４３０における情
報を読み取り、そのハードウェアと組み合わせて上記方法のステップを完成する。
【００９２】
　本願の実施例における通信デバイス４００は、上記の方法２００の方法２００を実行す
るための端末デバイス又はネットワークデバイス、本願の実施例における通信デバイス３
００に対応し、当該通信デバイス４００の各ユニット又はモジュールは、方法２００の端
末デバイス又はネットワークデバイスにより実行される各動作又は処理プロセスを実行し
、簡潔のため、ここで説明を省略する。
【００９３】
　図５は本願の実施例におけるシステムチップの構成図である。図５のシステムチップ５
００は、入力インタフェース５０１、出力インタフェース５０２、少なくとも１つのプロ
セッサ５０３、メモリ５０４を含み、前記入力インタフェース５０１、出力インタフェー
ス５０２、前記プロセッサ５０３及びメモリ５０４は、内部接続通路で接続される。前記
プロセッサ５０３は、前記メモリ５０４内のコードを実行する。前記コードが実行される
場合、前記プロセッサ５０３は、方法の実施例の端末デバイス及びネットワークデバイス
により実行される方法を実行する。簡潔のため、ここで説明を省略する。
【００９４】
　なお、本発明の各実施例において、上記各過程の番号が実行順番の前後を意味しなく、
各過程の実行順番は、その機能及び組み込み論理に決定され、本発明の実施例の実行過程
を限定しない。
【００９５】
　本願に開示されている実施例に説明されている各例示的なユニット及びアルゴリズムの
ステップを結合し、電子ハードウェア、又はコンピュータソフトウェアと電子ハードウェ
アの結合を用いて実現することができると、当業者であれば理解できる。これらの機能が
ハードウェアの形式かそれともソフトウェアの形式で実施するかについては、技術案の特
定応用と設計制約によるものである。当業者は、各特定応用に応じて異なる方法を用いて
、説明されている機能を実現することができるが、このような実現は本発明の範囲を超え
ていると見なすべきではない。
【００９６】
　当業者は、簡潔にするために、上記のシステム、装置及びユニットの動作過程が上記の
方法の実施例の過程を参照することができると理解すべきであり、ここで説明を省略する
。
【００９７】
　本願に提供されている幾つかの実施例において、開示されているシステム、装置及び方
法は、その他の方式で実現されても良い。例えば、上記に記載されている装置の実施例は
単なる例示的なものに過ぎず、例えば、前記ユニットの分け方が、単なるロジック的な機
能分けであり、実際、実現する時に他の分け方があっても良く、例えば、複数のユニット
又はコンポーネントを別のシステムへ統合、又は集成しても良く、又は幾つかの技術特徴
を省略、又は実施しなくても良い。また、明示され、又は議論されている各構成部分の互
い的なカップリング、又は直接のカップリング、又は通信接続は、幾つかのインターフェ
ース、装置、又はユニットの間接のカップリング又は通信によって接続されても良く、電
気的、機械的、又はその他の形式であっても良い。
【００９８】
　上記で分離コンポーネントとして説明したユニットは、物理的に分離されるものであっ
ても良く、そうではないものであっても良い。ユニットとして示されるコンポーネントは
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良く、複数のネットワークユニットに配布しても良い。実際のニーズに応じて、その中の
一部又は全部のユニットを選択して本実施例の技術案の目的を実現しても良い。
【００９９】
　また、本発明の各実施例における各機能ユニットは、一つの処理ユニットに統合しても
良く、各ユニットはそれぞれ単独なユニットとしても良く、二つ又は二つ以上のユニット
を一つのユニットに統合しても良い。
【０１００】
　前記機能は、ソフトウェア機能ユニットの方式で実現し、しかも独立な製品として販売
又は使用する場合、コンピュータ読み取り可能の記憶媒体に記憶しても良い。これによっ
て、本発明の技術案が事実上、言い換えれば先行技術に貢献した部分がソフトウェア製品
の形で具現でき、該コンピュータソフトウェア製品は記憶媒体に記憶され、コンピュータ
装置（パソコン、サーバ、またはネットワーク装置などであっても良い）に本発明の各実
施例の全部または一部の前記方法を実行させための複数の命令を含む。上記の記憶媒体は
、ＵＳＢメモリ、移動記憶媒体、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ：Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍ
ｅｍｏｒｙ）、ランダムアクセス記憶装置（ＲＡＭ：Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅ
ｍｏｒｙ）、磁気ディスク又はコンパクトディスクなどの各種のプログラムコードが記憶
できる媒体を含む。
【０１０１】
　上記に記載されているのは、単なる本発明の具体的な実施形態に過ぎず、本発明はそれ
に限らず、当業者が本発明に開示されている範囲内において、容易に想到し得る変形又は
入れ替えは、全て本発明の範囲内に含まれるべきである。そのため、本発明の範囲は、記
載されている特許請求の範囲に準じるべきである。

【図１】

【図２】

【図３】
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